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お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 応用技術課 デザイン担当　TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497  E-mail：design@mtc.pref.kyoto.lg.jp
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技術トレンド情報

グッドデザインエキシビジョン２０１４（Ｇ展）開催
グッドデザイン大賞および「グッドデザイン・ベスト１００」も決定

　グッドデザイン賞を主催する公益財団法人日本デザイン振興会
は１０月１日に２０１４年度グッドデザイン賞の受賞結果を発表し、１０
月３１日から受賞展が東京ミッドタウンで開催されました。グッドデ
ザイン賞は１９５７年の創設以来、日本を代表するデザインの評価・
推奨の運動として広く知られる世界的なデザイン賞です。商品分
野をはじめ建築・プロジェクトなど幅広い領域から応募されるデザ
インに対して、外見上の印象だけでなく、使い勝手や環境への配
慮、社会への提案力など、今日求められるさまざまな観点から審
査されています。
　２０１４年度は３，６０１件の審査対象の中から、１，２５８件の受賞が
決定し、発表・展示されました。

■グッドデザイン大賞
　グッドデザイン大賞はすべての受賞対象を通じて、本年度を象
徴するデザインとして位置づけられる賞で、審査委員等だけでな
く展覧会来場者の投票結果も反映されて決定されました。候補は
下記のとおりです。

　大賞に選ばれたの
は医療医薬用ロボット
VS050 SⅡです。
　高度の衛生状態維
持のために、滑らかな
表面形状や磨き上げ
処理が施され、衛生上
での要求を正面から満
たした未来的な存在感
が評価されました。

■グッドデザイン・ベスト１００
　グッドデザイン・ベスト１００は、２０１４年度グッドデザイン賞受賞対
象の中で、審査委員会により特に高い評価を得た１００件です。京都
からは２件、オムロンヘルスケア株式会社による「オムロン電子体温
計 MC-682」と、ニチユ三菱フォークリフト株式会社による「バッテ
リー式リーチフォークリフト・プラッター」が選定されました。

　「オムロン電子体温計 MC-682」は子供の検温シーンに即した
優しく安心感あるデザインを、「バッテリー式リーチフォークリフト・
プラッター」は信頼性や使いごこちの良さが高く評価されました。

■京都企業の活躍
　京都企業はこの他にも合わせて２１件の受賞がありました。プロ
ダクトデザインだけでなく、建築、ソフトウェア、インタ－フェイス、
住居サービスや工法、被災者支援システム、ワークショップによる
研究活動、ソーラー発電所など、多様なデザイン活動が認められ
ました。

　当センターのデザイン担当では、グッドデザイン賞の応募説明
会や審査報告会を開催するほか、自社製品をマネジメントの視点
で見直して製品価値を向上させる「京都デザインマネジメント勉
強会」を開催するなど、中小企業のグッドデザイン賞の取得をお手
伝いしています。どうかお気軽にお尋ねください。

中丹技術支援室から

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 中丹技術支援室　TEL：0773-43-4340  FAX：0773-43-4341  E-mail：chutan@mtc.pref.kyoto.lg.jp

 ①３Ｄプリンタ
　近頃ニュース等でも話題になっている装置です。見学では、コンピュータの画面に描かれた画像がこの
装置で実際に加工され画像どおりの本当の実体ができあがる様子を体験しました。実は３年前にも同様に
体験してもらったのですが、その時はあまり人気がありませんでした。世間での関心の高いものに子供た
ちも興味を持っているのかもしれません。

 ②万能材料試験機
　この装置は、金属材料等の破壊強度を評する装置で、製品内部の亀裂や成分異常などが原因で材料の
耐久性が劣っていない事などが確認できます。見学では、この装置で、太さ12mmの鉄の棒を最大70kN
（約7000kgf）の力で引っ張り、飴のように徐々に伸びて、大きな音とともに破断する様子を体験していた
だきました。普段は丈夫そうな物でも大きな力が加わると壊れるという体験は、工業製品の安全設計の観
点からも貴重な体験になったのではないでしょうか。

 ③X線透視装置
　この装置は、工業製品を切断や破壊することなく内部の様子を確認できる装置で、鋳物内部の巣と呼ば
れる小さな空洞の有無などが検査できます。見学では、金属のケースに入れたカードがこの装置を使うと
金属を透かして見えるという事と紙の封筒に入れたカードに強い光に当てると透けて見える事を比較する
ことにより、X線の透過性能を体験してもらいました。

 ④赤外線熱画像測定装置（サーモグラフィ）
　この装置は、固体や液体などに全く触れることなくその表面温度を測定できる装置で、電子基板の作動
中の温度上昇の様子を観察することで放熱対策などに活用されます。見学では、冷たい水を入れた紙コッ
プとお湯を入れた紙コップを観察し、装置画面で熱いコップが赤く、冷たいコップが青に表示されることを
体験する実験もしました。また、この装置で撮った友達の顔が虹のようにカラフルに映る様子を見て大き
な笑い声があがりました。

 ⑤走査電子顕微鏡・デジタルマイクロスコープ
　走査電子顕微鏡は、装置真空中のサンプルに細く絞った電子線を照射して、肉眼(顕微鏡)では見る事が
できない、1mmの千分の１以下の凹凸が鮮明に観察できる装置です。一方、デジタルマイクロスコープ
は、大気中のサンプルを肉眼（顕微鏡）で拡大して観察できる装置です。見学では、これらの装置を駆使し
て、昆虫の複眼や硬貨の偽造防止用の微細加工を観察しました。電子顕微鏡で拡大された虫の顔が画面
に映った時には「ワー」と声が上がりました。しかし、その顔が怖いと言う子供もいて人気が上がらなかった
のかもしれません。

当センターでの体験終了後、自動車等のエンジン部品（主にガスケット）を製造している綾部市城山町の国産部品工業(株)の生産工場を見学
しました。普段外側からでは見ることのできない工場内部の大きな加工機械や懸命に働く大人の様子を間近に体感しました。子供たちは、こ
れまでよりも少し身近な感覚で工場を見てもらえるようになったのではないでしょうか。そして、近い将来、参加の子供たちが、地元の綾部市・
京都府のものづくり産業を担うほどに、元気に力強く成長してくれることを期待したいと思います。

北部産業技術支援センター・綾部（当センター中丹技術支援室）では、毎年夏休みの時期に綾部市と共催で小学校高学
年を対象に「綾部ものづくり体験ツアー」を開催しています。今年も7月31日に綾部市内の小学校に通う30名の子供た
ちに、当センター主要装置のうち以下の5機種について、実際に装置に触れるなど体験してもらいました。ここでは、参加
した子供たちのアンケート結果から、人気の高かった装置の順番で当日の様子をお知らせします。

「ものづくり体験ツアー」を開催しました！

■応用技術課 主任研究員　加悦秀樹

４Ｋ超短焦点プロジェクター LSPX-W1
デジタルカメラ dp Quattro
ダイニングチェア KISARAGI
医療医薬用ロボット VS050 SⅡ
電動アシスト車いす JWスウィング
商業施設 マーチエキュート神田万世橋
バス待合所 秋田駅西口バスターミナル
活動 無印良品Found MUJIの活動
月刊誌 東北食べる通信
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